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ピラミッド・テキストにおけるエジプト聖画文字の表記法

　　　　　　　　　語の表記法と文字の用法の分析

永　井正勝

は　じ　め　に

　古代エジプトの聖刻文字（ヒエログリフHieroglyph）に関しては，エジプト学からだけ

ではなく，雪語学からも分析や雷及がなされている　［たとえば河野1977；西田1981；塚本

2001；犬飼2002］。それらの研究の1つである河野1977は文字素論Dの立場から聖刻文字を

分析したものであり，そこでは聖刻文字の特徴として「表語文字と表音文字の混在」〔河野

1977：14］が詩編されている。この詣摘は聖刻文字表記の本質を君幽したものとして受け入

れることができるが，河野の解説には肝心な聖油文字の例が挙げられておらず，我々は表記

の異体例を知ることができなかった。だが，その後に出された塚本2001において「表語文

字と表音文字の混在」の諸相が具体的に示されるようになり，これによって河野の欠が補わ

れることになった。この塚本の論考は世界的に見ても優れた古代エジプト語の文字概説と

なっており，したがってこのような状況下で聖油文字について分析を行うのは麗下に屋を架

すようで，はばかられる部分がある。だが，あえて本稿を草したのは，塚本の論考に新たな

視点を付加しようと思ったからである。それは，語の表記法と文字の用法とを峻別した分析

である。

1　聖刻文字について

　聖刻文字は古代エジプト語を表記する際に用いられた文字体系の1っである。古代エジプ

ト語では他に神官文字（ヒエラティック），デモティック，ギリシャ文字（コプト文字）とい

う文字体系が使用されていた［永井2002；2004］。福盛・池田［2002：53］によればヒエロ

グリフは「エジプト語式表語限定子音型エジプト系文字聖刻書体」に分類される。この名称

に記されているようにヒxログリフは子音表記を原則とする文字体系であり，子音文字には

1）文字の研究には文字の字形などを扱う文字学と，雷語学の一分野として文字を分析する文字素

　論とがある。後者の研究に対して河野［1977：4］は「文宰論」と呼んでいるが，本稿では文字

　素論という用語を用いることにする。
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1子音文字（単子二文字），2子音文字，3子音文字がある。使用された期間は紀元前3100

年頃から紀元後4世紀末であり，ゆうに3000年を超える長さであった。文字の数は時代に

よって異なるが，古エジプト語や中エジプト語では750字ほどであったといわれている2）。

　なお，ヒエnグリフの研究では独自な転写記号が使用されている。この記号は音韻表記で

はなく，エジプト学者が作り出した便宜的な記号にしか過ぎない。だが，エジプト学で広く

用いられているために，本稿でもそれらの二二を使用することとする3）。

9　先行研究の検討

　「はじめに」で記しkように聖二文字に関する塚本の論考［2GOl］は世界的に見ても優れ

た内容を持つ。そこで本章では塚本の論考を概観しようと思うが，その前にエジプト学にお

ける文字研究の事例としてKamrnerzellの論考について概観しておきたい。

　かつてKammerze11〔1995：XXXV－XXXVI］は，中エジプト語の小説である「シヌへの

物語」を取り上げ，聖刻文字の使用法について分析を行っていた。それは「シヌへの物言謝

（B1～B40）の約250例の語を対象としたものであり，その資料の中で使用されていた文

字は，述べ数で1002，文字の種類は159であったという。文字の分類の内訳としてKamme－

rze11は表1のような内容を示している。

表1　Karnmerzell［1995：Tab　4←部改変）］による文宰の分類

文掌の分類（Zeichenklassen）　　　　　　述べ数 文字の種類

主要字素（Elementalgralnmeme）　　　　55％ 17％

その他の字素（sonstige　Grammeme） 11％ 30％

即言吾文考…：α（ieogramme） 15％ 23％

限定符（DeterIninative） 19％ 30％

合　　計 100％ 100％

　このKlammerze11の研究の優れた点は，対象を特定のテキストに限定して分析を行い，

結果を数量化して示したことにある。また，表語文字の割合が15％であるという結果は，

聖刻文字の罵法が主に表語文字であるという一般的なイメージを否定する上で重要なものだ

といえる。だが，同時に問題点も散見されるので，以下にそれを指摘する。

　第一の問題点は，具体的な文字の例がほとんど示されていないことにある。したがって，

彼がどの文字をどの分類に当てはめたのかということが不明である。このような内容では後

続の研究者が彼の分析結果を発展させることができない。

2）　その他の情報については塚本2001を参照。

3）　転写記男に間する詳細はGardiner　1957：§19を参照。
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　第二の問題点は，表語文字と表音文字という単純な二項対立が見られる点である。実際に

は表語文字も音を示すのであるから，表語文字と表音文字という単純な二項対立は文字の分

類としては不十分なものとなる’｛）。加えて，表語文字の下位区分が想定されていない点も，

表語文字と表音文字の二項対立による影響であるように思われる。

　第三の問題点は，語を単位とした分析がない点である。聖刻文字の表記では1文字が1語

となることが少なく，複数の文字で語が構成されることの方が多い。だとすれば，語の表記

がどのような構造をなしているのか，ということも分析の対象となってしかるべきであろう。

　次に，塚本2001こ148一圭533の内容を検討する。塚本は古王国時代の「ピラミッド・テ

キスト」に資料を限定した上で，表語文字，表音文字，限定符の3っの分類を立て，具体例

を提示している。この研究の優れている点は，Kammerze11の分析と同じように，具体的な

テキストに基づいて語例を検討している点にある。また優れた点の二つ罵は，分類項醤のす

べてに異体的な例が示されていることにある。この点，Kammerzellの論考とは対照的であ

る。そして三つEliは，表語文字が下位区分されている点である。上で述べたKammerzell

の研究を含め，欧米の研究では表語文字の下位区分が設定されていないことが多い5）。これ

はおそらく，表語文字と表音文字という二項対立の思考が強く影響しているものと思われる

が，塚本による表語文字の下位区分は，そのような二項対立を克服するものとなる。

　だが，塚本の研究で明らかにされていない点もある。それは，語の表記法に関する体系的

な説明であるq塚本の論考において，語の表記法に関する内容が随所で述べられてはいるも

のの，しかしながらそれらの解説が文字の分類の中に吸収されているために，結果的に語の

表記法が見え難くなっているのである。

　以上，Kammerzellと塚本の研究を簡単に紹介したが，最後に，対象としている文字体系

が両者の研究で異なっている点を指摘しておきたい。つまり，Kammerzellが使用した「シ

ヌへの物語」が神嘗文字（ヒXラティック）で書かれているのに対して，塚本の使用した

「ピラミッド・テキスト」は下刻文字（ヒエログリフ）を用いたものである。神官文字は瞬

刻文字の筆記体であり，文字素6＞のレヴェルで両者は概ね1対1の対応を示す。しかしなが

ら神官文字には，聖心文字の字形の全体を筆記体にしたものばかりでなく，聖刻文字の一一部

分のみを切り出して筆記体にしたものが禽まれている。エジプト学では神官文字を聖刻文字

に改めた資料集を底本として使用することが多く，その結果，神官文字で書かれた資料が

「ヒエログリフHieroglyphjの文法書に含まれることになる。文法解説の上ではそれで良

4）なお繁盛・池wr　2002では表語文字の無音機能を盛り込んだ分類案が提示されており，表語文掌

　と表音文字という単純な二項対立が解消されている。

5）Schenkel［1997］による分類も「Semogramm（表義文宇）」と「Phonogramm（表音文字）」

　の弁霧を基盤としており，表語文字と表音文華の単純な二項対立から抜け切れていない。

6）文字素とは「字形の異なりを捨象して得られる文字観念」［樺臨1977：34］を冠す。
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いとしても，文字の分析の上では聖心文字と神密文字とを区別する必要があるだろう。

m　方法と資料

　fll先行研究の検討」でKammerzellと塚本の研究の利点と閥題点，そして対象とする

書体の違いについて概観したが，それらの結果を踏まえると，聖刻文字の分析のために次の

ような4つの方法を採用することが適切であるように思われる。

　①　聖二文字で表記された具体的なテキストを分析の対象とする

　②　事例はすべて列挙し，数量化して結果を表示する

　③　表語文字を下位区分する

　④語の表記法と文字の用法とを分けて分析を行う

　本稿ではこの4つの方法を満たすべく分析を行なうが，その際に使用するテキストにはウ

ナス王の「ピラミッド・テキスト」7）を選定することにした8）。具体的には，睨文273を用

い，その冒頭から50悩分の語を抜き出して検討を行う。

　この際に問題となるのが語の認定であるが，本稿では次のような基準で語を設定した。動

詞に付される時劇標識については，それらが動詞の限定符の後に表記されるために語として

認定する9）。また，女性語尾，複数接辞，抽象名詞を作る接辞など，限定符の前に入り込む

要素は語として認定しないことにする。そして，分詞の名詞化は名詞として扱うことにする。

IV　語の表記法の検討

　ウナス王の「ピラミッド・テキスFjの呪文273を用い，その冒頭から50個分の語lo）を

抜き出して検討を行った結果，50語の表記法は，（1）表音文字のみからなる語，（2）表

音文字に限定符が付された語，（3）表語文字を中心とした語，の3っに分類されることと

なった1％以下，それらの事例を紹介する。

7）　ヒエログリフの原典にはPiankofH968を用いた。原典は右から左に向かって改行を行う縦書

　きであるが，引用に際しては横書きに改めた。なお杉他1978：587に呪文273の邦訳がある。

8）塚本［2001：図23もウナス王の「ピラミッド・テキスト」を使用しているが，本稿と塚本の

　分析とでは，使用している箇飯が異なっている。

9）　これらは実際には形態素と呼ぶべきものかもしれないが，本稿では二二的に語という用語で統

　一しておくe

10）　ここでいう50催分の語とは語の延べ数を指す。なお，分析した語に蛎して資料の冒頭から順に

　ptl，　pt　2という番号を与えた（ptはfピラミッド・テキスト」の略）。以下ではこの番号を「pt

　番号」と呼ぶ。

ID　50語の中には同一の語が複数回現れているものもあり，実際の語の種類は35であった。（以下

　に挙げた（35）と（36）は問じ語）。
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　1　表音文字からなる語

　50例時の32例がこれに該当する。以下，その例を品詞ごとに列挙する12）。

動詞［2例］

（1）1贈　吻（陰る）暗ω＋音ω暗ω互・・33

　（2）　　囚　　　　 gr（止まる）「音（g）＋音（r）」［pt　10］

　　　　　o
名言司　　£11　fijijコ

（3）

（4）

（5）

黒髄

翻
aqq

naa

（6）　＞n2

（7）　てフ

（8）h」墨。

　　　o（9）

　　　欄

　（il）

代名詞［8例］

（12）　P

　　　　rwVv“

　G3）　嵐＿

（14）日1

（1・）〒魯

　　　育一

45

gnm　w（動き）「音（g）＋｛音（n）｝＋音（nm）＋音（w）」［pt　13］

wnis（ウナス）「音（wn）十｛音（n）｝十音（の十音（s）」lpt　17，30，42〕

it，ω（父pt）「〈音（の＋音（t）〉÷〈音（の＋音（t）〉＋〈音（の＋音（t）〉」

［pt　24］

ω訪（食べて生きる者）「音（w）十音（め十音（b）」［pt　26］

nb（主）「音（nb）」［pt　323

s5b，　wt　（知恵）　「音　（s5b）十｛音　（b）｝一÷音　（zv）÷音　（t）」　［pt　33］

rn（名）「音（r）÷音（n）」［pt　38］

帥s．w（栄光）「音（9）一y音（P）＋音（sw）÷｛音（W）｝」［pt　41］

ωsγ（力）「音（wsr）＋｛音（r）｝」［pt　46〕

sn　（彼ら）「音　（s）＋音　（n）」　［pt　l2，　16］

f（彼の）「音（f）」［pt　25，29，37，39，47コ

pi（この）「音（p）÷音（i）」［pt　31］

12）以下，事例の紹介は，（例文番号），聖刻文字，転写記号，（訳），「文字の種類」，［pt番丹］の

　順で示す。文字の種類における「表」は表膏文字，「限」は限定符，「形」は象形，「転」は転用，

　「微」は象微を示す。また「文字の種類」の部分において，音欝補充の文字は｛｝で，そして写

　適性のある文字はく　〉で括って表現した。
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荊置言司　［7伊IJ］

　（15）　o

（16）鼠

（17）旦

ノ」＼善辛・2妾盃辛　［4｛列］

（18）鞠

　（19）　一
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γ（対して）「音（r）」〔pt　11］

？n（として）「音（m）」［pt　18，23，27，43，48］

mi（のように）「音（mi）」［pt　50］

iω　（一）　「音　（の十音　（zv）」　［pt　40，　45］

＝n　〈一）　r；ll”S　（n）」　［pt　15，　35］

　ここで，聖慮文字表記の特徴として，音声補充（phonetic　compliment）と写像睡（iconi－

city）について述べておきたい。音声補充とは，2子音文字や3子音文字の音の一部（ある

いは金部）を1子音文字で示したものであり，Ei本語の振り仮名に近い。（3）では，2子

音文字のnmの前に書かれたnが音声補充である。また（8）では3子音文字のs5bの音

声補充としてbが付加されている。

　また写像性とは現実世界の諸相が需語に反映されたものをいう　£Haiman　1980］。たとえ

ば混雑した遊園地の様子を「遊園地は大変な混雑で，どこを見ても入，入，入であった」な

どと表現した場合，「人，人，人」という言葉の繰り返しが写像性と呼ばれる。エジプト語

で「父」という単語の単数形1調彦であるが，これを複数形にすると音の上では甑z〃となる。

ところが，表記の上ではit　it　itと書かれる（5）。だが，　it　it　itと表記されても読み方は鉱

wとなる。本稿ではこのようなものを表記上の写像性と呼ぶことにしたい。（5）は表音文

字からなる語であるが，ここに表記上の写像性が加わることによって，語の弁別という請込

では表語性を併せ持つことになる。

　2　表音文字に限定符が付された語

　50例申の11例がこれに該当する。以下，品詞ごとに例を列挙する◎

動言司 〔5歪ダ目］

（2・噌研　b・・P（曇る）暗（・）暗ゆ）・測・則

（21）瓜塩ハnmnm儂える）

　　　　　　　　　　「音（nm）十｛音（n）十音（m）｝十音（n77z）十｛音（n）十音（m）｝十限」［pt　5］

（22）慌｝　sd・（わななく）暗（・）鴫（d）鴫（・）・Btw　［Pt　7］
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（23）♪＄　m3（見る）「音（m・）・＋3艮」［P・・14i

（24）§kW一・一箪（知らない）暗（ク）暗（m）＋限」［pt・34］

名詞こ6例3

　（2s）　［ILL’

　　　　p＝＝］

（26）ロ「呂
　　　　乙）　回

（27）乃團q

（2s）　SN　v“　：El　ss

（29）　a＄O

47

ρ．t（天）「音（P）＋音（の＋隈」［pt　2，42］

P4．　wt（弓P1）「音（P）＋音（4）÷音（の÷＜隈＋限＋限＞」［pt　6］

解s。ω　（偶’P1）　「音　（解）÷音　（s）十くF艮÷ll艮十1恨〉」　［pt　8］

31er．　w　（ネ申P1）　ド音　（5）÷音　（k）十音　（γω）÷IS艮」　〔pt　9］

諒．t（地平線）「音ω十音（5の十限」［pt　47］

　「表音文字＋眼軽罪」という構造を持つこの種の語は，漢字の六書の形声に相当する単位

となっている。注意すべきことは，1字節で1語となる漢字の場合は1字節の中に「音符と

義符」が含まれることになるが，聖刻文字の場合には音符として機能する文字と義符として

機能する文字とが合わさった文字列が，形声をなす単位になることである。

　なお，このグループにも音声補充（21）と写像性（26，27）が見られる。加えて（29）の

例では，音列の上で最後に来るべきtが表紀の上では最初に位置している。これは，文字の

審美的な配置を配慮した倒置である。

　3　表語文字を中心とした語

　50例中の7例が表語文字を中心とした語である。ここで「表語文字で書かれた謝では

なく「表語文字を中心とした語」という表現を採用したのは，聖亥ll文字においては1字節罵

1語になる場合に加え，接辞や音声補充の文字が表語文字に付加される場念があるからであ

る。本稿では表語文字を中心とした語を，象形，転用，象徴の3っに区分した。

A：象形こ1例〕

　象形とは文字の形が語の意味と一致するものをいう。（30）は星をかたどった象形文字で

あり，これが「星」という意味の語となっている。なお，（30）は表記上の写像性によって

複数形となっている。

名調

　（30）★★★　　sb5．ω（re　pl）「〈形（sbs）＋形（sb5）÷形（sb5）＞」［pt　4］
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B　：率云用　　こlI列］

　転用とは形を持たないものを他の形で比喩的に表現したもの，あるいは語のイメージを

図示したものをいう。（31）は「現れる」という意味の語を「ご来光」で表現したもので

ある。

動詞

（31）皇　　飯琳る）「転㊥・）一・一　｛ifd（・）｝」［pt・183

C：象徴［5｛9il］

　これはエジプト文化と密接に関わる文字の使い方である。エジプトは上流の上エジプ5と

下流の下エジプトとに地域が二分されており，上エジプトを代表する植物はスゲで，また下

エジプトを代表する植物はパピルスであった。そこでスゲやパピルスをかたどった文字がそ

れぞれ上エジプトと下エジプトという語を表象するようになった。このような文字を本稿で

は象徴と呼ぶことにする。本稿で設定した象徴は，塚本［2001：151］のいう「元来は標識

または象微として使われた文字が，特定の単語と結びつき，もっぱらその語を表記するため

の文字として定着した場合」に近似しているものと思われる。

動詞

（32）㌻　　b5（隷になる）「徴（b5）」［pt　19〕

名詞

（33）「　　嬢（神）r徴（・・捌［・t・213

（34）平　　擁（生き鰭）「徴吻）」こpt　22］

（35）兵船済い・・顧栂pl）「〈微（mwt）畷（翻）暗ω｝畷（mwt）〉」

　　　　　　　　　　［pt　28］

　（36）o塾　　　mw．　t（母）「｛轡（彦）｝＋徴（mwt）」［pt　36］

以上，分析対象とした資料のすべてを確認したが，最後に，総括を行なう（表2）。
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表2　pt　1－pt　50における語の表記法の分類（N＝50）

表語中心
表音のみ 表音＋限定

象形 転嗣 象徴
合計

動　　　詞 2 5 1 1 9

名　　　詞 11 6 1 4 22

代　名　詞 8 8

前　置　詞 7 7

小辞・接辞 4 4

合　計 32 11 1 1 5 50

64％ 22％ 2％ 2％ 10％ 100％

　聖刻文字は，そのほとんどが森羅万象をかたどった象形文字であり，しかも字形が写実的

であるため，聖刻文字の用法としては表語（象形）が多いとの印象を受けるかもしれない。

しかしながら，実際には表音文字の使用が多く，したがって表2からわかるように語の表記

法においても表音文字からなる語が多い。しかも，表音文字からなる語は，代名詞，前置詞，

小辞・接辞ばかりでなく，名詞や動詞にも現れる。逆に，表語文字の代表ともいえる象形文

字の語は，わずかに1例のみである。表語文字を中心とした語のすべての例を合わせても7

例しかなく，これは全体の14％にしか過ぎない。このように，聖刻文字で書かれた「ピラ

ミッド・テキスト」では，表音文字からなる語が最も多い。

V　文字の用法の検討

　本章では個別の文字ごとに，その用法を検討する。50の語に対して，文字の延べ数は124，

文字の種類は48であった。その一覧は表3に示した通りである13）。表3からわかるように，

対象とした資料では一部の1子音文字が表音文字と音声補充の用法を併せ持つが，それ以外

の文字では1っの文字が1っの用法のみを担っている。

　表4は表3の内容を整理したものである。表4では横軸に文字の用法を，縦軸に文字の持

つ音の数をそれぞれ示した。これによってKammerzell［2005］やSchenkel［1997］の研

究で見られたような表語文字と表音文字という単純な二項対立を園避することができる。

　表4の結果からも，表音文字の割合が高く，三遷文字の割合が低いことがわかる。鷺声補

充も表音文字の一種であるから，表音と音声補充とを合計すると98例となり，全体の80％

に近い割合となる。それに対して表語文字は全部でli例しかなく，その割合は全体の10％

以下である。このように個別の文字ごとに用法を分析した場合，語の表記法の分析よりも，

表音文字の割合が増すことになる。

13）表3の文寧番簿はGardiner　1957に従った。
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蓑3　pU－pt　50で使用されている文掌の一覧

翼0． 文字 文寧番号 転写 音 用法 汐緻 箇所（pt番号）

1

心 D4 ｝ なし 限定 1 14

2 o D2i 1子音
表町 3 10，1L38

γ

補充 1 畦6

3

ぬ D35
｝

なし 寸寸 1 34

4
」 D36 ‘

1子音 補充 1 18

5

凸 D46 4 1子音 表音 1 7

6 カ D54
｝

なし 限定 1 5

7 」 D58 う
三音 1 26

1子膏
補充 1 33

8 嘱 E17 s5δ 3子音 表音 1 33

9
蕗 823 7ω 2子音 表音 1 9

10 盈 E34 ωη 2子音 蓑音 3 17β0．42

11 舜 F12 ωε7 3子音 表音 1 46

12 墨 G1 5 1子者 表音 2 7．9

13 猿 G14 η忽ω8 3子音 象徴 4 28，28．28β6

14 凱 G17 1子音
表音 6 20，23，27，34，43，48

ηz

補充 2 5．5

15 ㌻ G25 5タ 2子音 表音 1 49

16 ㌻ G29 δ5 2子音 象徴 1 19

17 》 G33
皿 なし 限定 1 7

18 墨 G43
二二 5 13，26，33，40，45

ω 1子音
補充 1 41

19 』 王9 ∫ 1子音 表音 5 25，29，37，39，47

20 「 HO 4 1子斎 褒音 1 6

21 q M17 ゴ 1子音 表音 10 3，17，24，24，24，30，31，40，42，45

22 嫡 M17十M17 y 1子音 表膏 1 3

23 年 M23 sω 2子音 表音 1 41

24 只　　　翼i ｝ なし 限定 2 2．44

25 葡　醜 　 なし 限定 1 1

26 ★　　M4 sδ5 3子音 象形 3 4，4．4
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NO． 文寧 文字番号 転写　　音 用法 例数 箇所（pt番号）

27
口 N18

一
なし 限定 1 49

28 ⑥ N28 グ 2子音 転用 1 18

29 』 N29 ｛‘ 1子音 表音 王 8

30
A㎜ N35

表音 5 12，15，16，35β8
η 1子音

補充 6 5，5，13，17，30，42

31

口 N37 9 1子音 表音 2 26．41

32 臼 Q3 ρ 1七番 蓑音 6 1，2，6β1，41，44

33 「 R8 畷7 3子音 象徴 1 21

34 「 S29 s 1子音 表音 7 7，8，12，16，玉7，30，42

35 早 S34 功 3子音 翠微 1 22

36
口 T9 一

なし 限定 3 6，6．6

37 q T19
㎜

なし 限定 3 8，8．8

38 色 T34 η辮 2子音 表音 2 5．5

39 “ T35 ，z7η 2子音 表音 1 13

40 ♪ u1 2π5 2子音 表音 1 14

41 曼 V28 ケ 1子音 楽音 1 3

42
ワ V30 ，zδ 2子音 表音 1 32

43
ワ V31 々 1子音 表音 1 9

44 囚 Wll 9 1子膏 表音 3 1，10．13

45 £ Wig 窺ゴ 2子音 楽音 1 50

46 o
表音 8 2，6，24，24，24，33，44，49

X1 ’ 1子畜
補充 2 28β6

47 1 Z1
一 なし 限定 1 9

48 ㊤ Aa　1 塵 1子笹 表音 1 34
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表4　pt　1　一pt　50における文字の用法（N＝124）

　用法
ｹ

表語文字表音

ｶ字
音声

竢[
限定符

象形 転用 象徴
合計

1子音 70 14
㎜

84

2子音 12
一 　

1 1 14

3子音 2
一 …

3 6 11

ゼロ
｝ 一

15 15

合計 84 14　　　15 3 1 7 124

％ 67．74％ 11．29％12．10％ 2．42％ 0．81％ 5．65％ 100．00％

最後に本稿の分析結果（表4）をKammerze11の分析結果（表1）と比較してみる。表

5は，両者の結果を対比させたものである14）。

褒5　丁寧の用法に関するK：ammerzellと本稿の分析結果の比較

表音文字　表語文字 限定符

「シヌへの物語」神官魂胆

jammerzeHの分霊結果（袈1）
66％ 15％ 19％

rピラミッド・テキスト」時刻文字

{稿の分析結梨（蓑4）
79％ 9％ 12％

　Kammerzellは神宮文字で書かれた資料を，そして本稿では聖心文字で書かれた資料をそ

れぞれ分析対象としていたのであるから，2っの結果を簡単に対比させることに慎璽でなけ

ればならないのだが，あえて分析結果を比較するならば，次のようなことがいえるであろう。

つまり，いずれの分析においても表音文字の割合が飛び抜けて高いことがわかるが，本稿で

用いた「ピラミッド・テキスト」の方がfシヌへの物語」よりも表音文字の割合が高い。

　この結果には様々な要因が想定できるが，本稿では「ピラミッド・テキスト」で表音文字

が多いということについて，エジプト学の立場から若千のコメントを提示しておきたい。塚

本［2003：43］によって指摘されているように，ピラミッド・テキストにおける「人々（rmt）」

なる語においては古い資料ほど表音文字のみで書かれ，新しい資料になるほど限定符が付さ

れるようになる。つまり，ピラミッド・テキストにおける表音文字の多さは，逆をいえば限

定符の少なさを示していることになる。このように，ピラミッド・テキストで限定符が少な

いことの理由としては，文字の持つ象形性を恐れ，危害をもたらす動物などの絵をあえて墓

の中に表現しなかったことが既に嶽摘されている［塚本2001：153］。だとすれば，ピラミッ

ド・テキストにおける表音文字の多さは，文字の表音姓を意識した結果というよりも，むし

ろ字形の持つ象形性を強く意識していたことの裏返しとして理解されるべきものだといえる。

14）比較に際して，Kammerzellのいう主要一日とその他の字素が表音文字としての用法であると

　みなし，爾者を一外した。また添稿の分析結果においては，小数点以下第町立で鰻捨五入を行

　なった。
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お　わ　り　に

　本稿では語の表記法と文字の嗣法とを区別し，異体的な資料を提示した上で聖刻文字の分

析を行なったが，その結果わかったことは，表音文字の使用が他の用法を凌駕して多いとい

う事実である。

　エジプトの聖刻文字は，文字そのものが象形によって形成され，しかも文字の表現方法が

極めて写実的である。このような表面的な状況を見ていると，ヒエログリフが表語文字（特

に用法としての象形）を中心とする文字体系であるかのような錯覚を覚える。しかしながら

語の表記法や文字の用法を虚心坦懐に見た場合，表音の例が他の用法を凌駕して多く，逆に

表語（とくに象形）の例が最も少ないことが了解される。もちろん，この状況は対象とする

資料によっても異なることではあるが，接辞や小辞など象形では表し難い内容が書語に包含

されていることを考えれば，表音文字の割合が多いことは，むしろ納得のいくところである。
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